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組
合
員
と
の
対
話
会

～
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
～

対
話
会
は
、
Ｊ
Ａ
の
役
職
員
が
組
合
員
の
皆
様
に
ご
意
見
を
伺
い
、
農
家
の
現

状
を
把
握
し
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映
さ
せ
て
、
農
家
の
所
得
増
大
・
農
業
生

産
の
拡
大
・
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
要
望
を
一
部
抜
粋
し
て
掲
載

い
た
し
ま
す
。

⃝

農
業
者
が
減
っ
て
い
る
状
況
と
農

業
者
の
育
成
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

⃝

支
店
統
廃
合
後
の
農
家
へ
出
向
く

体
制
に
つ
い
て
対
応
状
況
を
聞
か

せ
て
ほ
し
い
。

⃝

水
稲
品
種
「
え
み
ほ
こ
ろ
」
種
子

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
聞
か
せ
て

ほ
し
い
。

⃝

農
家
が
高
齢
に
な
っ
た
場
合
、
Ｊ

Ａ
と
し
て
の
対
応
・
対
処
は
ど
う

し
て
い
く
の
か
考
え
を
聞
か
せ
て

ほ
し
い
。

⃝

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

⃝

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
増
設
予
定
は
あ
る
の
か
。

⃝

自
動
車
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
収

支
状
況
を
見
て
判
断
す
る
と
の
事

で
し
た
が
、
現
段
階
で
自
動
車
セ

ン
タ
ー
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

⃝

Ｊ
Ａ
の
組
合
員
は
10
年
後
、
ど
の

く
ら
い
に
な
る
の
か
、
農
業
を

や
っ
て
い
く
人
は
ど
の
く
ら
い
残

る
の
か
、
そ
の
時
に
農
協
は
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
せ
る
の
か
を

聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

⃝

広
報
誌
は
い
ろ
い
ろ
な
Ｊ
Ａ
の
活

動
を
情
報
と
し
組
合
員
へ
発
信
し

て
い
ま
す
が
、
員
外
の
方
へ
の
情

報
が
少
な
く
Ｊ
Ａ
の
活
動
が
あ
ま

り
認
知
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
員

外
の
方
へ
の
情
報
も
広
め
て
頂
き

た
い
。

組合員との対話会開催結果報告
地区名 開催日 時間 出席人数

行 田 地 区 令和６年12月13日（金） 18：00 15人
川 里 地 区 令和６年12月12日（木） 18：00 13人
羽 生 地 区 令和６年12月11日（水） 18：00 17人
加 須 地 区 令和６年12月10日（火） 18：00 17人
騎 西 地 区 令和６年12月５日（木） 18：00 13人
北 川 辺 地 区 令和６年12月４日（水） 18：00 11人
大 利 根 地 区 令和６年12月３日（火） 18：00 15人

大利根地区対話会
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⃝

農
家
組
合
の
回
覧
に
て
注
文
書
等

回
覧
し
て
い
ま
す
が
、
農
家
数
も

少
な
く
発
注
も
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
注
文
書

や
商
品
な
の
で
、
今
の
方
々
の
購

買
意
欲
が
わ
く
よ
う
な
商
品
、
注

文
形
態
な
ど
に
変
更
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

⃝

令
和
６
年
産
の
米
の
価
格
の
情
報

は
Ｊ
Ａ
と
し
て
入
手
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
な
ぜ
Ｊ
Ａ
の
米
の

価
格
が
上
が
ら
な
い
の
で
す
か
。

⃝

稲
刈
り
後
も
耕
う
ん
等
大
き
い
面

積
で
作
業
し
、
軽
油
を
大
量
に
使

う
の
で
、
軽
油
の
農
繁
期
対
策
を

11
月
末
ま
で
延
長
し
て
ほ
し
い
。

⃝

米
の
紙
袋
に
北
川
辺
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
ま
す
が
、

大
変
な
作
業
な
の
で
シ
ー
ル
の
代

わ
り
に
印
刷
を
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
か
。

⃝

ほ
く
さ
い
地
区
の
カ
メ
ム
シ
被
害

を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
も
、
行
政

と
も
連
携
し
て
対
策
を
し
て
ほ
し

い
。

対話会を終えて
　各地区で開催されました対話会に参加をいただきありがとうございました。

　組合員の皆さまの抱えている期待や不安を、再確認することが出来ました。

　対話会を通じた組合員様からの意見は、今後の事業に反映させていきたいと考えております。　

　今後も組合員や地域の皆様に必要とされるＪＡを目指し邁進してまいりますので、引き続きご指

導・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

ほくさい農業協同組合　代表理事組合長　大塚　宏

加須地区対話会で質問する若手農業者

羽生地区対話会で挨拶する大塚組合長

⃝

今
回
の
対
話
会
に
つ
い
て
「
農
業

者
の
所
得
増
大
」、「
農
業
生
産
の

拡
大
」、「
地
域
の
活
性
化
」
の
基

本
目
標
は
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
農
業
を
守
る
た
め

に
農
水
省
に
対
し
て
要
望
・
意
見

等
を
し
て
ほ
し
い
。

⃝
精
米
プ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
、
稼
働

し
て
か
ら
３
年
経
過
し
ま
し
た

が
、
実
績
・
販
売
状
況
・
販
売
先

を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

❸



理
事
会
か
ら

12
月
27
日
の
議
案

①
行
政
庁
検
査
結
果
及
び
そ
の
回

答
（
案
）
に
つ
い
て

②
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
運
営
規
程

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

③
職
員
給
与
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

④
騎
西
Ｃ
Ｅ
麦
種
子
乾
燥
料
金
の

設
定
に
つ
い
て

　

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

税
務
法
律
相
談

３
月
３
日
に
加
須
中
央
支
店
で
開
催

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

３
月
３
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

　

※
相
談
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　

加
須
中
央
支
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

　

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

農業者のための労災保険！

詳しい内容のお問合せ、お申込みは、
各営農経済センター窓口で承ります。

農作業中の事故に備えて農業者は以下 3つの労災保
険に加入することができます。※重複加入はできません

①指定農業機械作業従事者
⃝指定農業機械作業従事者とは、農業者（労働者

以外の家族従事者などを含みます）で以下の機
械を使用し土地の耕作、開墾または植物の栽培、
採取の作業を行う人をいいます。

②特定農業従事者
　⃝加入条件があります
③中小事業主等
　⃝雇用のある事業主の方

①動力耕うん機その他農業用トラクター
②動力溝堀機
③自走式田植機
④自走式スピードスプレーヤーその他自走式防除用機械
⑤自走式動力刈取機、コンバインその他の自走式収穫用機械
⑥トラックその他の自走式運搬用機械
⑦次の定置式機械または携帯式機械
　・動力揚水機・動力草刈機・動力カッター・動力摘取機
　・動力脱穀機・動力剪定機・動力剪枝機・チェーンソー
　・コンベヤー・単軌条式運搬機
⑧無人航空機（農薬、肥料、種子、もしくは融雪剤の

散布または調査に用いるものに限る）

─  遊休資産（土地）の売却について ─

２．申込方法　物件の詳細や入札の方法につきましては、令和７年４月下旬に当組合ホームページ
（https://jahokusai.jp/）へ「不動産売却案内書」を掲載いたします。

３．問合せ先　企画管理部企画管理課　今村・永沼　☎048－561－6911

JAほくさいの所有財産で、現在使用していない下記の物件を売却いたします。
1．物件情報
物 件 名 旧埼玉倉庫土地
所 在 地 埼玉県行田市大字埼玉4837番１
地 目 宅地
地 積 576.03㎡
最低売却価格 10,700,000円

売 却 条 件
◎ 土地については公簿面積および現状有姿での売却といたします。
◎ 所有権移転費用等一部の費用については買受者負担といたします。
◎ 物件に対して買受希望者が複数の場合は入札といたします。
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ＪＡほくさい
ガスセンター

より

　日頃ＪＡのＬＰガスをご利用いただき
ありがとうございます。
　クミアイプロパンでは24時間・365日
お客様のＬＰガス使用状況を見守り安
全・安心にご利用いただけるよう努めて
います。
　ガスをご使用になる時は、消し忘れ・
換気にご注意ください。
　天ぷら火災などを防止するSiセンサ－付コンロなど安全装置
付きのガス器具のご利用・交換をお勧めいたします。

令和５年度 ＬＰガスの
警報受信状況のご報告

★月別・時間別警報受信件数
（県内ＪＡ利用者集計）

時間帯別受信件数
０時　３時　6時　９時　12時　15時　18時　21時　24時

ＪＡほくさい管内
Ｒ５年度警報受信内容

※1年間で約170件の消し忘れなどの警報を
受信しました。
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４月     ５月　 ６月　 ７月　 ８月　 ９月　 10月　 11月　12月　１月 　 ２月　 ３月

警報の多い月は12月・時間は
10時頃です！

使用時間オーバ予告
55件

使用時間オーバ遮断
15件

圧力センサ遮断
56件

最大流量オーバ遮断
37件

ガス警報器遮断 ４件
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環境にやさしい農業に取り組んで「みどり認定」を受けてみませんか？
　埼玉県では、化学肥料・農薬の使用低減など環境にやさしい農業(*)に取り組む農業者を支援
するため、みどりの食料システム法に基づき県知事が認定する「みどり認定」を推進しています。
認定対象の取組には、これまで「エコファーマー」として認定されていた取組などが含まれます
が、多くの農業者の方々に環境と調和した農業に取り組んでいただきたいと考えています。
　また、事業計画に基づき機械等の設備を導入した場合に、特別償却を活用することができ、導
入当初の所得税負担が軽減されるなどのメリット措置もあります。
　ご興味のある方は、下記問合せ先までご連絡ください。
＊環境にやさしい農業とは？
・土づくり、化学肥料・化学農薬の使用低減
・燃油使用低減等、温室効果ガスの排出削減
・バイオ炭の農地施用
・農業用プラスチックの排出削減 など
 　　　　　　　　　https://www.pref.saitama.lg.jp/a0907/documents/midori.html

　　　　　　　　　加須農林振興センター管理部　0480-61-3404
　　　　　　　　　県庁農産物安全課　048-830-4057

県ホームページ

お問合せ先

　ＪＡほくさい管内は、平坦で肥沃な土壌と利根川を水源とした豊かな水に恵まれた穀倉地帯です。また、
野菜、果実、花卉の園芸も盛んで豊富な種類の作物を栽培しています。多くの遺跡、城下町の街並みや田園、
豊かな自然が残される風景を伝えるため写真コンテストを開催し写真を募集します。

企　画 ほくさい管内で撮影された写真を募集し、審査後に入選作品を広報誌「ほくさい」やＪＡカ
レンダー等の発行物をはじめ、ホームページ等に掲載

テーマ
①ＪＡほくさい管内の春らしい「農」（農地、農作業、農産物）の風景
②ＪＡほくさい管内の春らしい「人」が集う風景
③ＪＡほくさい管内の春らしい文化行事・年中行事の風景

撮影時期 令和７年２月３日㈪～４月30日㈬まで
応募資格 ＪＡほくさい組合員・役職員

賞
最優秀賞   　賞状・副賞　10,000円相当の品
優秀賞　　　　　〃       　 5,000円相当の品
優良賞　　　　　〃       　 3,000円相当の品

審　査 ＪＡ内で審査会を開き選考決定
発　表 2025年度広報誌「ほくさい」誌面、ホームページにて発表

写真の
取り扱い

⑴写真の著作権はＪＡほくさいが所有する
⑵人物が特定できる写真は、該当者の肖像権に関する了承を得ていること
⑶最優秀者はＪＡカレンダーに写真撮影者の氏名を掲載する。ＪＡ役職員の場合は　ＪＡ名

のみ掲載する
規　格 写真１枚（デジタル写真データ・横・１MB～８MB・JPEG等）

応募方法

ＪＡほくさいのホームページ（応募フォームはコチラ）より、該当欄に必要事項を入力の上、
送信する

備考欄に　・写真タイトル　（10～20字程度）
　　　　　・撮影者コメント（80字程度）
　　　　　・写真撮影日時と場所　　　　　を入力　　　　応募はコチラ→

応募期限 令和７年５月12日㈪まで
※お申込みの際に取得した情報は、広報誌「ほくさい」やＪＡカレンダー等の発行物や、ホームページ等

以外では使用しません。

第３回 ＪＡほくさい写真コンテスト 参加者募集!!

営農支援課　写真コンテスト係
☎ 048-563-3000　FAX 048-561-4530
e-mail hokusai015@st-ja.or.jp

お問合せ先
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農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

　

近
年
、
高
温
に
よ
る
徒
長
や
苗

立
枯
病
の
発
生
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
基
本
を
見
直
し
て
健
苗
の
育

成
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

一 

種
子
消
毒

　

種
子
伝
染
性
病
害
虫
防
除
の
た

め
、
浸
種
前
に
温
湯
や
薬
剤
で
必

ず
種
子
消
毒
を
し
て
く
だ
さ
い
。

温
湯
消
毒
で
は
温
度
が
低
い
場
合

や
浸
漬
時
間
が
短
い
と
消
毒
効
果

が
劣
り
、
逆
の
場
合
は
発
芽
率
が

低
下
し
ま
す
。
温
湯
消
毒
機
を
用

い
て
湯
温
を
60
℃
に
保
ち
、
種
籾

を
10
～
15
分
浸
漬
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

二 

浸
種
・
催
芽

　

均
一
に
発
芽
さ
せ
、
揃
い
の
よ

い
苗
を
作
る
た
め
、
浸
種
は
水
温

15
℃
で
７
日
間
（
18
℃
で
５
～
６

日
間
）
を
目
安
と
し
ま
す
。
浸
種

初
日
の
低
水
温
は
発
芽
率
が
低
下

す
る
恐
れ
が
あ
り
、
反
対
に
20
℃

以
上
の
水
温
で
は
病
害
発
生
の
助

長
や
、
浸
種
中
の
発
芽
・
発
根
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

休
眠
が
深
い
「
彩
の
か
が
や
き
」

は
少
し
長
め
に
浸
種
を
行
い
ま
す
。

　

酸
欠
を
防
ぎ
水
温
を
均
一
に
す

る
た
め
に
、
時
々
籾
袋
を
位
置
交

換
・
上
下
反
転
し
、
必
要
に
応
じ

て
水
を
替
え
ま
し
ょ
う
。

　

は
種
前
日
に
、
30
℃
で
15
～
20

時
間
加
温
し
、「
ハ
ト
胸
状
態
」

に
催
芽
し
ま
す
。
幼
芽
長
０
・
５

～
１
・
０
㎜
で
９
割
程
度
芽
切
っ

た
状
態
が
理
想
で
す
（
図
１
）。

三 

は
種

　

苗
箱
の
必
要
枚
数
は
、
１
坪

60
株
植
・
50
株
植
で
そ
れ
ぞ
れ
10

a
当
た
り
20
箱
・
18
箱
が
目
安
で

す
。
は
種
量
は
、
１
箱
当
た
り
乾

籾
で
１
５
０
～
１
８
０
ｇ
で
す
。

は
種
量
が
多
い
と
、
軟
弱
徒
長
し

や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

土
を
入
れ
た
苗
箱
に
た
っ
ぷ
り

潅
水
し
た
後
に
は
種
し
、
種
籾
が

水
稲
早
期
・
早
植
栽
培
の
育
苗

基
本
を
見
直
し
て
健
苗
育
成
を

見
え
な
く
な
る
程
度
に
覆
土
し
、

覆
土
後
は
潅
水
を
行
い
ま
せ
ん
。

四 

育
苗
中
の
管
理

　

育
苗
中
は
表
１
を
目
安
に
、
温

度
を
確
認
し
な
が
ら
適
正
に
管
理

し
ま
し
ょ
う
。
苗
立
枯
病（
表
２
）

の
対
策
は
、
種
子
や
育
苗
箱
の
消

毒
、
適
正
な
温
・
湿
度
管
理
が
重

要
で
す
。
予
防
の
た
め
の
防
除
薬

剤
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

　

近
年
は
育
苗
期
間
の
気
温
変
化

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
気
温

が
高
い
場
合
は
、
育
苗
用
マ
ッ
ト

を
剝
が
す
な
ど
、
早
め
の
換
気
操

作
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

 

◆
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
に
注
意
を
！

　

来
作
も
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
に
よ
る

被
害
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

７
月
頃
か
ら
水
田
に
飛
来
し
穂
を

加
害
す
る
た
め
、
ほ
場
で
の
発
生

状
況
を
確
認
し
、
適
期
防
除
を
実

施
し
ま
し
ょ
う
。
イ
ネ
カ
メ
ム
シ

対
策
の
詳
細
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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図１ ハト胸状態の種籾

表１　育苗中の温度・水管理
生育段階 出芽期 緑化期 硬化期

幼芽８～10㎜ 本葉１葉まで 本葉２～2.5葉
留意事項 芽を伸ばしすぎない 日光を徐々に当てる 日光・外気に十分当てる
日　　数 ２～３日 ３～４日 10～15日
温
度

昼 昼夜30℃ 20～25℃ 20～25℃
夜 15～20℃ 10～15℃

潅　　水 原則しない 原則午前中　やり過ぎに注意

備　　考 32℃以上で立枯病
が発生しやすい

日中35℃以上、夜
間15℃以下にしない 夜間７℃以下にしない

表２　主な苗立枯病の発生要因
病原菌 病徴 発生要因

フザリウム菌
・坪枯れ
・苗の地際部や籾に白～淡

紅色のカビ
・緑化初めの低温（10℃以下）
・乾燥・過湿

ピシウム菌
・坪枯れ、カビは見えない
・根が水浸状に褐変し急性

萎凋
・緑化期以降の低温
・過湿

リゾープス菌 ・床土表面に白いクモの巣
状のカビ

・出芽時の高温 （32℃以上）
・緑化期以降の低温

表３　イネ育苗中における苗立枯病の主な防除薬剤
令和６年１2月25日現在の登録内容で作成

薬剤名
ピ
シ
ウ
ム
菌

フ
ザ
リ
ウ
ム
菌

リ
ゾ
ク
ト
ニ
ア
菌

リ
ゾ
ー
プ
ス
菌

ト
リ
コ
デ
ル
マ
菌

白
絹
病
菌

希釈倍数および
使用方法 使用時期 使用

回数

ダコレート
水和剤 　 ○ 　 ○ ○ 　

400～600倍液を、育
苗箱１箱あたり500㎖
かん注

は種時～緑化期
（ただしは種14日後
まで）

２回
以内※

タチガレエー
スＭ液剤 ○ ○ 　 　 　 　

500～1,000倍液を、育
苗箱１箱あたり500㎖
土壌かん注

は種時または発芽後 １回※

バリダシン
液剤5 　 　 ○ 　 　 ○ 1,000倍液を、育苗箱１

箱あたり500㎖かん注 は種時～発病初期 １回

ナエファイン
フロアブル

○ 　 　 　 　 　
1,000～2,000倍液を、
育苗箱１箱あたり500
㎖土壌かん注

は種時～緑化期
２回
以内

　 ○ 　 ○ 　 　
1,000倍液を、育苗箱１
箱あたり500㎖土壌か
ん注

は種時

○育苗箱は、30×60×３㎝で、使用培土が約５ℓです。なお、上記以外にも処理方法があります。ラベル
表示を必ず確認してから使用しましょう。○農薬の飛散防止・農薬使用記録の記帳に努めましょう。
※複数成分が含まれていますので、それぞれの成分ごとの使用回数をラベルでご確認ください。
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　ＪＡほくさい管内の行田地区では秋冬ブロッコリーの出荷が11月中旬から始
まりました。
　同地区でブロッコリーを1.2㌶栽培する江森秀敏さんは12月20日、収穫作業
に追われていました。
　中早生の品種「おはよう」を中心に、中性の「こんにちは」、中晩生の「こん
ばんは」と時期をずらして栽培し、県内市場や同ＪＡ行田農産物直売所などに３
月中旬頃まで出荷する予定です。
　江森さんは就農３年目。昨年は約10㌧出荷しました。
　今シーズンは11月から12月現在まで雨が少なく、花蕾が大きくなるまで時間
がかかり、収穫時期も昨年より１週間遅れましたが、その分実が締まり良食味に
仕上がりました。
　江森さんは「高品質なブロッコリーを出荷したい」と話しています。

　行田農産物直売所利用協議会女性部は12月17日
に行田中央支店で、ＪＡ女性部騎西中央支部は同月
27日に騎西中央支店、同羽生支部はＪＡ本店で、
正月花を生けました。17日は行田市内の生花店「華
蓮」の川辺理絵先生に、27日は加須市の生花店「花
のあずさ園」の川畑久子先生にご指導いただきまし

た。
　松や千両など
正月らしい花材
を生け、華やか
な作品に仕上が
りました。

　ＪＡ年金友の会加須支部（関和俊雄支部長）は12月17日に、加須市民運動
公園でグラウンド・ゴルフ大会を開きました。参加者は102人。
　優勝は鈴木立樹さん（下高柳）でした。鈴木さんは「天候に恵まれ、ホール
インワンも出て運にも恵まれ楽しくプレーできた」と喜びを語りました。
　２位から６位は以下の通りです。
　２位：大澤次夫さん（南篠崎）３位：古茂田東和さん（船越）
　４位：榎本和子さん（船越）５位：福田武司さん（南篠崎）
　６位：二戸多喜子さん（船越）

　騎西農産物直売所利用組合は12月15日に、騎西農産物直売所で「直
売所まつり」を開きました。
　焼き芋の販売や蕎麦打ちの実演・試食・販売、ポップコーンの無料
配布など行い大盛況でした。
　1,000円以上お買い上げの方には抽選でシンビジウムやシクラメン
が景品として贈られました。

　同組合の石川久雄組合長は「晴天に恵まれ、たくさんの方にご来店いただき感謝します。イベントを通し、いただ
いた消費者の意見を大切にしていきたい」と話していました。

ブロッコリー出荷最盛

各女性部で正月花を生ける

年金友の会加須支部でグラウンド・ゴルフ大会

直売所まつり開催

ブロッコリーを収穫する
江森さん

ＪＡ女性部騎西中央支部の皆さんと川畑先生（前列左から４人目）

行田農産物直売所利用協議会女性部の皆さんと川辺先生（前列左から４人目）

店頭の新鮮野菜を選ぶ利用者

後列左から二戸さん、榎本さん、福田さん
前列左から大澤さん、鈴木さん、古茂田さん

ＪＡ女性部羽生支部の皆さんと
川畑先生（前列左から２人目）
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　ＪＡ青年部とＪＡ役員は12月19日に羽生市で意見交換会及び
懇親会を開きました。
　参加者は14人。
　同部の岡博和部長は「本年度は５名の部員が加わった。引き続
き地域農業を守るとともに農業を盛り上げていきましょう」と挨
拶しました。
　部員からカメムシ防除についての意見があがり、大塚宏組合長
が「ＪＡほくさいとして２回防除を徹底していただくよう周知し
ます」と回答していました。
　懇親会では部員同士の親睦も深まり有意義な会となりました。

　加須地域農業まつり運営委員会は12月９日に加須市役所で、第43
回加須地域農業まつりで行われた農産物品評会の売上げ金と米（品評
会出展品）を、加須市社会福祉協議会に寄付しました。
　同委員会の山中哲大会長と加須中央支店野口智章基幹支店長が加須
市役所を訪れ、寄付金と米を同協議会の角田守良会長に手渡しました。
　山中会長は、「合併15周年を迎えた加須市の地域福祉のために、大
いに役立ててください」と話し、角田会長は「市民の福祉に活用しま
す」と感謝の言葉を伝えました。

　ＪＡは、12月１日から12日に
かけ各営農経済センター等７店舗
で肥料・農薬の展示相談会を開き
ました。
　春用肥料・農薬の推進期間中
に、米麦と園芸農家等を対象に、
効果的な使用方法や新商品を紹介
することが目的。
　参加した水稲農家は「近年の猛
暑で米の生産が難しくなってきて
いる。高温障害やイネカメムシに

対応した肥料や農薬を紹介されたので、使用してみようと思う」と話していました。

　12月４日に加須市立三俣小学校の３年生87人
が、地元で生産される野菜と農家の仕事を学ぶ社会
科の授業で、同市の江森農園（江森悟代表）を訪れ
ました。
　江森代表は、ハウス内でキュウリの栽培や農家の
仕事について説明しました。
　キュウリの収穫体験では、９人の児童が代表して
収穫時期を迎えた形の良いキュウリを丁寧に収穫し
ました。

　最後に江森代表から、児童に採れたてのキュウリが振舞われ、児童は「新鮮なキュウリはおいしい。もっと食べた
い」と笑顔を見せていました。

青年部とＪＡ役員意見交換会

農産物品評会の売上げを寄付

各地区で肥料農薬相談会

キュウリ農家を児童が見学

挨拶する岡部長と大塚組合長、部員の皆さん

寄付金を手渡す山中会長（左）と角田会長（中）、野口基幹支店長

大利根地区の相談会の様子 騎西地区の相談会の様子

キュウリを収穫する児童
キュウリの収穫について児童に説明する

江森代表

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。
❾



当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　埼玉県、行田市、北埼玉スマート農業研究会は12月25日に、行田市の行
田グリーンアリーナ及び隣接ほ場で、「令和６年度スマート農業技術実演・
展示会」を開きました。
　農業者や行政、関係団体など約300人が参加しました。
　同市の㈱長谷川農園の長谷川浩代表が「自動操舵トラクタ、こんな作業に
使ってます！」と題して講演しました。
　また、展示・実演は31の企業・団体が出展し、最新の技術を紹介しました。
　同研究会の新井健一会長は「埼玉県や行田市と協力し、大規模な会が開け
た。農業を持続させるにはスマート農業技術が必要だと考える。今後も農業
者のために情報発信していきたい」と意気込みを語りました。

　ＪＡの各農産物直売所は12月21日から年末感謝セールを開きました。
　加須農産物直売所は正月用品を取り揃えたほか、「彩のかがやき」など
の米と野菜を通常より安く販売。また、1,000円以上買い物した利用者を
対象に、加須農産物直売所協議会がサツマイモ、ジャガイモ、タマネギ、
ミカンの詰め放題を無料で行い大盛況でした。
　同協議会の山﨑博行会長は「一年の感謝を込めてイベントを企画した。
来年も安全・安心な地元野菜を販売したい」と笑顔を見せました。

　ＪＡ女性部羽生支部は12月12日、ＪＡ本店で同部員とＪＡ事務局20人が
参加し、コンニャクを作りました。
　同部は毎年12月にコンニャク作りをしており、今年で５年目。
　材料は同ＪＡ管内で採れたコンニャク芋４キロ、水16リットル、炭酸ソーダ120グラム
のみ。コンニャク芋を切って水と一緒にミキサーにかけた後、鍋に移し火に
かけ炭酸ソーダを入れかき混ぜれば出来上がり。部員らは慣れた手つきで作
業し、約１時間で約20キロのコンニャクを仕上げました。
　同部の飽戸華子副部長は「この時期はおでんやけんちん汁などの暖かい料
理に最適。手作りは食感も味も絶品だ」と笑顔を見せました。

　加須きずな野球教室実行委員会は12月15日に、加須市の加須きずなスタ
ジアムで「2024加須きずな野球教室」を開きました。ＪＡはこの催しに協
賛しました。少年野球22チーム（392人）が参加しました。
　花咲徳栄高等学校野球部出身のプロ野球選手が、子ども達とふれあい、野
球の技術指導をしました。
　中日ドラゴンズの清水達也投手は、球速を上げるコツを球児から問われる
と、「身体が大きく成れば自然と球速は上がるので、今はご飯をいっぱい食
べてよく寝て、健康にすごしてください」とアドバイスしていました。

スマート農業技術実演・展示会

各直売所で年末感謝セール

羽生女性部がコンニャク作り

プロ野球選手が野球を指導

自動操舵シミュレータを体験する新井会長（左
から２人目）と同研究会の栗原寿美生副会長
（右から２人目）、小野原新吉副会長（右）

野菜の詰め放題を楽しむ利用者と
山﨑会長（右から２人目）

コンニャクを作る女性部員と
飽戸副部長（中）

球児らを指導する清水投手

プロ野球選手と主催者、協賛者ら（後列左から６人目ＪＡ蓮見専務、７人目大塚組合長）
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　ＪＡは12月に、令和６年産水稲、大豆の高温障害とイネカメムシによる農作物被害に対する農業者支援を管内の
各市に要望しました。
　大塚宏組合長は「被害を受けた農家が意欲をもって次期作に取り組めるよう支援をお願いしたい」と各市長に要望
書を手渡しました。

農業者支援を市長に要望

左からＪＡ大屋理事、蓮見専務、大塚組合長、
行田市行

こ う

田
だ

市長、同市環境経済部江森部長、農政課金子課長

左からＪＡ蓮見専務、松井理事、山中理事、大塚組合長、
加須市角田市長、萩原副市長、同市経済部野崎部長

左からＪＡ蓮見専務、大塚組合長、羽生市河田市長、
同市経済環境部福地部長、農政課岡田課長

左からＪＡさいたま鈴木専務、清水組合長、鴻巣市並木市長、
ＪＡほくさい大塚組合長、蓮見専務

Ｊ Ａ ほ く さ い の 地 域 貢 献 活 動

　ＪＡは12月９日と11日に、羽生市の認定こども園の園児を招き、
㈱ほくさいグリーンアグリの羽生市加羽ケ崎のほ場約20㌃で、カ
リフラワーの収穫体験を行いました。参加者は両日で約100人。
　ＪＡ共済連埼玉県本部地域・農業活性化積立金を活用し、食農教
育を目的としています。
　２人１組になり、カリフラワーを根から引き抜きました。
　園児は「葉っぱが大きかった」や「楽しかった」などそれぞれ感
想を話し、収穫したカリフラワーを持ち帰りました。

　12月21日に加須市の騎西総合体育館「ふじアリー
ナ」で加須市スポーツ少年団バレーボール部会主催の

「令和６年度加須市クリスマスカップ」が開かれ、Ｊ
Ａはこの大会に協賛しました。
　ＪＡは、トロフィ、メダル、バレーボール、オリジ
ナルパックご飯の「ＪＡほくさいのごはん」を寄贈し
ました。
　ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積立金を
活用し、子育て支援を目的としています。
　12チームが熱戦を繰広げ、「幸手ユナイト」が優勝しました。
　敢闘賞のＶＯＲＴＥＸ加須の小國鈴花キャプテンは「声を出して頑張った。サーブがいっぱい続いてよかっ
た」と話していました。

園児がカリフラワー収穫体験

ＪＡがバレーボール大会に協賛
力を合わせてカリフラワーを引き抜く園児ら

各チームの最優秀選手にメダルをかける
ＪＡ営農経済部煙山部長

寄贈したトロフィ、
メダル、バレーボ
ール

�



肩
も
み
で
終
え
し
年
の
瀬
美
容
室　
　
　
　

川　

里　

木
暮　

浅
代

ク
レ
ヨ
ン
で
描
い
た
が
如
し
雪
の
富
士　
　

羽　

生　

多
田
千
代
子

春
寒
し
笑
い
で
済
ま
ぬ
忘
れ
物　
　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

蹲
に
山
茶
花
散
る
や
水
琴
窟　
　
　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

鍬
の
打
つ
音
の
高
鳴
り
冬
日
和　
　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

着
ぶ
く
れ
て
恋
の
自
分
史
修
正
す　
　
　
　
　

〃　
　

永
沼
規
美
雄

着
ぶ
く
れ
て
玄
関
の
鍵
落
と
し
け
り　
　
　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

風
に
わ
か
穂
芒
の
銀
す
べ
り
出
す　
　
　
　

北
川
辺　

江
田
尚
可
子

節
分
会
鬼
よ
り
大
き
力
士
く
る　
　
　
　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

主
婦
業
に
定
年
は
な
し
大
根
煮
る　
　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

縁
側
に
手
仕
事
並
べ
日
向
ぼ
こ　
　
　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

節
分
に
年
賜
り
し
卒
寿
か
な　
　
　
　
　
　

加　

須　

田
口　

悦
子

梅
園
に
俄
か
舞
台
の
樽
太
鼓　
　
　
　
　
　

行　

田　

須
加　

信
子

切
り
終
わ
り
輝
き
均
す
大
根
か
な　
　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

し
ず
や
か
に
古
墳
の
眠
る
師
走
か
な　
　
　
　

〃　
　

平
井　

昭
政

下
萌
や
あ
し
た
に
研
ぎ
し
鎌
二
丁　
　
　
　
　

〃　
　

木
本　

政
秋

夕
ま
ぐ
れ
落
葉
く
る
く
る
水
に
舞
い　
　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

冬
木
抱
く
充
ち
て
生
き
る
に
気
付
く
時　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

黄
昏
に
家
並
み
赤
く
冬
紅
葉　
　
　
　
　
　

行　

田　

生
田
さ
な
え

書
き
初
め
や
婆
が
指
導
の
筆
使
い　
　
　
　

加　

須　

谷
川
常
五
郎

直
売
所
箱
詰
め
り
ん
ご
目
移
り
す　
　
　
　
　

〃　
　

田
島　

許
子

　
　
　
　
　

ひ
び
割
れ
て
神
が
抜
け
出
す
鏡
餅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
歩
留

※
４
月
号
へ
の
投
句
は
、
２
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

〒
３
４
８-

８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
支
援
課
（
住
所
不
要
）

宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
に
お
住
い
の
方
。
誌
面
等
の
都
合

に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
句
は
折
原
野
歩
留
先
生
の
手
直
し
を
経
て
、
掲
載
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

雪
代
の
水
泡
逆
巻
く
最
上
川　
　
　
　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

（
評
）雪
代
と
は
積
雪
が
溶
け
て
河
や
海
に
流
れ
出
す
事
を
言
う
。 

最
上
川
と
言
え
ば
芭
蕉
の
「
五
月
雨
を
集
め
て
早
し
最
上
川
」
を
思
い
出

す
。
勢
い
よ
く
流
れ
る
様
を
「
水
泡
逆
巻
く
」
と
捉
え
た
中
七
に
思
い
が

こ
も
り
、
描
写
の
効
い
た
句
に
仕
上
が
っ
た
。
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10
年
前
に
父
は
、
二
男
に
居

宅
の
敷
地
（
父
所
有
）
を
贈
与

す
る
と
し
た
仮
登
記
を
し
て
い

ま
す
。
昨
年
５
月
に
は
開
発
業

者
に
農
地
を
譲
渡
し
ま
し
た
。

契
約
時
に
５
％
の
手
付
金
を
受

取
り
残
金
は
農
地
転
用
の
許
可

が
あ
っ
た
時
に
決
済
す
る
と
い

う
仮
登
記
売
買
で
す
。
父
、
二

男
と
も
に
こ
れ
ら
の
仮
登
記
に

係
る
譲
渡
や
贈
与
に
つ
い
て
税

務
申
告
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
今

年
１
月
に
父
は
急
逝
し
ま
し

た
。
農
地
の
売
買
と
二
男
へ
の

贈
与
、
父
の
相
続
で
は
ど
ん
な

申
告
が
必
要
で
す
か
。

仮
登
記
を
す
る
と
き

　

売
買
や
贈
与
に
よ
っ
て
所
有
権
を

仮
登
記
の
売
買・贈
与
と
税
金

取
得
し
た
場
合
は
、
所
有
権
の
移
転

登
記
（
本
登
記
）
を
し
な
け
れ
ば
所

有
権
を
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
本
登

記
に
必
要
な
条
件
や
書
類
が
整
わ
な

い
と
し
て
、
契
約
の
事
実
を
証
明
し

た
り
権
利
を
保
全
す
る
た
め
に
仮
登

記
を
し
て
お
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

土
地
の
売
買
の
時
期

　

土
地
の
売
買
に
よ
る
譲
渡
所
得
は
、

土
地
の
値
上
が
り
益
か
ら
こ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
譲
渡
費
用
や
特
別
控

除
を
差
し
引
い
た
譲
渡
益
の
こ
と
で

す
。
譲
渡
益
が
い
つ
実
現
し
た
の
か

は
、
売
買
契
約
を
締
結
し
た
日
、
代

金
を
受
領
し
て
土
地
を
相
手
方
に
引

渡
し
た
日
の
い
ず
れ
か
と
さ
れ
ま
す
。

ご
質
問
の
場
合
は
、
令
和
５
年
１
月

に
土
地
の
売
買
契
約
を
締
結
し
て
い

ま
す
が
、
農
地
の
転
用
許
可
が
得
ら

れ
た
ら
と
の
条
件
で
す
か
ら
転
用
許

可
に
よ
り
登
記
書
類
の
授
受
と
代
金

の
決
済
が
あ
っ
た
日
に
売
買
が
あ
っ

た
も
の
と
し
て
譲
渡
所
得
を
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

譲
渡
所
得
の
承
継
と
申
告

　

し
か
し
な
が
ら
、
売
買
契
約
の
途

中
で
譲
渡
者
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
相
続
人
は
こ
の
契
約
の
権

利
と
義
務
を
承
継
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
契
約
を
承
継
し
た
相
続
人
は

相
続
に
よ
っ
て
残
代
金
の
請
求
権
を

取
得
し
、
農
地
転
用
許
可
申
請
の
義

務
と
所
有
権
移
転
登
記
の
協
力
義
務

を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
農
地
の

売
買
は
誰
が
す
る
の
か
、
被
相
続
人

の
譲
渡
と
す
る
か
、
相
続
人
の
譲
渡

と
す
る
か
は
相
続
人
が
有
利
な
方
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

譲
渡
税
額
の
計
算

　

被
相
続
人
の
譲
渡
と
す
る
場
合
は

相
続
人
が
相
続
の
開
始
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
４
ケ
月
以
内
に
他
の
所

得
と
合
わ
せ
て
準
確
定
申
告
書
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
相
続
人

が
譲
渡
し
た
と
す
る
場
合
は
転
用
許

可
を
得
て
残
代
金
の
決
済
を
受
け
た

日
の
翌
年
３
月
15
日
ま
で
に
確
定
申

告
書
を
提
出
し
ま
す
。
な
お
、
相
続

人
が
申
告
納
税
し
た
相
続
税
額
の
う

ち
譲
渡
し
た
土
地
に
係
る
部
分
は
、

譲
渡
税
額
の
計
算
上
、
取
得
費
に
加

算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

相
続
の
財
産
と
債
務
に
な
る
も
の

　

被
相
続
人
の
譲
渡
と
し
た
場
合
の

残
代
金
請
求
権
は
相
続
財
産
と
し
て
、

納
付
す
べ
き
譲
渡
税
額
（
所
得
税
）

は
相
続
債
務
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
相
続
人
が
承
継
し
た
残
代
金
の

請
求
権
は
他
の
財
産
と
と
も
に
相
続

税
の
課
税
財
産
に
な
り
ま
す
か
ら
留

意
し
て
下
さ
い
。

売
買
契
約
が
無
効
に
な
っ
た
場
合

　

農
地
転
用
許
可
が
あ
っ
て
初
め
て

売
買
が
成
立
す
る
と
い
う
停
止
条
件

付
の
売
買
契
約
に
お
い
て
転
用
許
可

条
件
が
成
就
し
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
は
契
約
そ
の
も
の
が
当
初
か

ら
無
効
で
す
か
ら
、
手
付
金
を
返
還

し
て
売
買
契
約
は
解
除
さ
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
す
で
に
申
告
納
付
し

た
所
得
税
や
相
続
財
産
と
な
っ
た
残

代
金
に
係
る
相
続
税
に
つ
い
て
更
正

の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

居
宅
敷
地
の
贈
与

　

二
男
は
10
年
前
に
居
宅
敷
地
の
贈

与
を
受
け
た
と
し
て
贈
与
契
約
書
を

添
付
し
て
仮
登
記
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

贈
与
が
あ
っ
た
の
に
な
ぜ
贈
与
税
を

申
告
し
て
納
税
し
な
か
っ
た
の
か
、

贈
与
契
約
を
し
て
10
年
経
つ
の
に
な

ぜ
本
登
記
を
し
な
か
っ
た
の
か
、
贈

与
契
約
は
外
形
を
作
出
す
る
だ
け
の

も
の
だ
っ
た
の
か
、
税
務
署
長
に
よ

る
更
正
の
期
間
を
意
図
し
た
の
か
、

贈
与
の
既
成
事
実
を
作
る
こ
と
だ
っ

た
の
か
、
遺
産
分
割
に
備
え
た
も
の

な
の
か
。
い
つ
で
も
贈
与
で
き
る
親

子
の
関
係
だ
け
に
、
あ
え
て
10
年
前

に
贈
与
契
約
を
し
て
お
く
必
要
性
が

な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
二
男
の
居
宅

の
敷
地
は
贈
与
登
記
（
本
登
記
）
を

し
た
と
き
に
贈
与
が
あ
っ
た
も
の
と

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
す
で
に
相
続
が

発
生
し
て
い
ま
す
か
ら
、
父
の
相
続

財
産
と
す
る
の
が
正
し
い
申
告
で
す
。

贈
与
税
の
申
告
義
務

　

贈
与
に
よ
っ
て
基
礎
控
除
（
１
１

０
万
円
）
を
超
え
る
財
産
を
受
贈
し

た
者
は
、
翌
年
の
２
月
１
日
か
ら
３

月
15
日
ま
で
に
贈
与
税
を
申
告
し
納

税
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

税
務
署
長
に
よ
る
贈
与
税
の
更
正
期

間
は
６
年
で
す
が
、
贈
与
が
あ
っ
た

と
し
て
仮
登
記
を
経
由
し
て
も
納
税

義
務
が
時
効
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

居
宅
敷
地
の
相
続

　

本
登
記
を
す
る
前
に
贈
与
者
で
あ

る
父
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

二
男
の
居
宅
敷
地
は
相
続
財
産
と
し

て
相
続
人
の
共
有
に
な
り
ま
す
。
相

続
人
全
員
に
よ
る
遺
産
分
割
協
議
に

お
い
て
二
男
が
取
得
す
る
こ
と
に
異

議
が
な
け
れ
ば
、
二
男
は
居
宅
敷
地

を
相
続
に
よ
っ
て
取
得
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
父
の
生
前
に
仮
登
記
や

遺
言
の
代
り
に
死
因
贈
与
契
約
を
結

ん
で
お
く
と
、
遺
産
分
割
協
議
を
経

な
い
で
遺
贈
を
原
因
と
し
て
相
続
登

記
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

登
録
免
許
税
は
贈
与
で
す
か
ら
２
％

（
相
続
は
０
・
４
％
）
の
ほ
か
不
動

産
取
得
税
３
％
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
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二重マスの文字を
Ａ〜Ｆの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
２
月
14
日
に
職
場
な
ど
で
配
る
人

も
い
ま
す

❷
リ
ン
ゴ
の
品
種
。
青
森
県
北
東
部

に
同
じ
名
前
の
市
が
あ
り
ま
す

❸
天
気
が
崩
れ
て
―
―
が
強
ま
っ
た

❹
寒
い
日
に
は
こ
り
や
す
く
な
る
人

も❺
節
分
に
イ
ワ
シ
の
頭
を
刺
し
て
飾

り
ま
す

❼
紅
茶
の
茶
葉
と
お
湯
を
入
れ
ま
す

❿
熱
心
に
後
輩
を
指
導
す
る
、
―
―

の
よ
い
先
輩

⓬
看
護
師
―
―
と
も
い
う
ナ
ー
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

⓭
和
歌
山
県
に
は
奈
良
県
と
三
重
県

に
囲
ま
れ
た
―
―
が
あ
り
ま
す

⓯
不
利
の
反
対
語

⓱
古
代
イ
ン
ド
発
祥
の
エ
ク
サ
サ
イ

ズ⓲
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
く
所

〈
応
募
の
方
法
〉

・ 

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ

く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送
付
（
住

所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、
ま
た

は
各
支
店
・
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ご
応

募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
（
行
田

市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）
に
お
住
ま
い
の
方

に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・ 

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・ 

締
切
は
令
和
７
年
２
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・ 

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
１
月
号
の
答
〉

　

ゲ
イ
シ
ユ
ン

タ
テ
の
カ
ギ

❶
教
育
・
勤
労
・
納
税
は
国
民
の
三

大
―
―
で
す

❸
気
仙
沼
の
名
物
、
サ
メ
の
加
工
品

❻
さ
い
こ
ろ
や
角
砂
糖
は
こ
の
形

❽
封
書
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

❾
キ
ラ
キ
ラ
光
る
―
―
入
り
の
セ
ー

タ
ー

⓫
風
を
受
け
て
水
上
を
進
み
ま
す

⓭
地
銀
よ
り
も
規
模
が
大
き
め

⓮
と
い
で
炊
き
ま
す

⓯
水
で
洗
い
物
を
す
る
と
か
じ
か
む

こ
と
も

⓰
多
く
が
九
州
で
作
ら
れ
て
い
る
酒

⓳
こ
、
こ
れ
ぐ
ら
い
平
気
だ
い
！

⓴
チ
ョ
キ
が
は
さ
み
な
ら
パ
ー
は

　
今
年
の
「
立
春
」
は
２
月
３
日
、
暦
の
上
で
は
春
が
始
ま
り
ま
す
。

18
日
は
二
十
四
節
気
の
「
雨
水
」
で
雪
解
け
水
が
大
地
や
田
畑
を
潤

し
、
こ
の
頃
に
よ
う
や
く
春
の
足
音
が
聞
こ
え
始
め
ま
す
。
米
農
家

の
皆
さ
ま
の
中
に
は
春
作
業
の
準
備
を
始
め
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
私
は
、
農
家
の
皆
さ
ま
が
丹
精
に
育
て
た
米
を
販
売
す
る
部
署
で

働
い
て
い
ま
す
。
今
年
こ
そ
天
候
に
恵
ま
れ
、
豊
年
満
作
に
な
る
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
 

Ｍ
・
Ｉ

編
集
後
記

☆
12
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

　
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
赤
坂　
和
枝
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
新
井　
正
基
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
渡
辺　
吉
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
川
島　
芳
之
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
阿
部　
公
子
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
小
山
チ
エ
子
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
中
鉢　
ミ
ヨ
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
植
竹　
芳
雄
さ
ま
（
大
利
根
）

�
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